
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

９４ 脳梗塞のみに対する経皮鎮痛消炎剤の算定について 

 

《令和６年３月２９日》 

 

○ 取扱い 

 

疼痛部位に関する傷病名がない脳梗塞のみに対する経皮鎮痛消炎剤の算定

は、原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

経皮的鎮痛消炎剤の一つであるモーラステープの添付文書の効能・効果は

「腰痛症（筋・筋膜性腰痛症、変形性脊椎症、椎間板症、腰椎捻挫）、変形性

関節症、肩関節周囲炎、腱・腱鞘炎、腱周囲炎、上腕骨上顆炎（テニス肘等）、

筋肉痛、外傷後の腫脹・疼痛」である。 

脳梗塞については、その後遺症の一つに、肩や手足の痛みがあるが、レセプ

ト上、単に脳梗塞の傷病名のみをもって、当該疼痛の有無を判断することはで

きない。 

以上のことから、疼痛部位に関する傷病名がない脳梗塞のみに対する経皮

鎮痛消炎剤の算定は、原則として認められないと判断した。 
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